
第７４回全日本都道府県対抗剣道優勝大会東京都予選会要項 

 
１．日  時  令和８年２月７日（土） 午前８時３０分開門 ９時３０分開始 
       

       

 

２．場  所  東京武道館（足立区綾瀬３－２０－１） 
        ◇東京メトロ千代田線綾瀬駅東口下車 徒歩５分 
 
３．参加資格  先鋒の部――高校生 

次鋒の部――大学生 
５将の部――年齢１８歳以上３５歳未満。警察職員・教職員（教育 

              委員会職員を含む。但し、非常勤講師を除く。以下同じ） 
              高校生・大学生を除く。 
        中堅の部――教職員。年齢に制限なし。 
        ３将の部――警察職員。年齢に制限なし。 
        副将の部――年齢３５歳以上。警察職員・教職員を除く。 
        大将の部――剣道教士七段以上。年齢５０歳以上の者。 
 
   ※年齢基準は令和８年４月２８日とする。 

   ※職業資格基準は申込締切日現在とする。 

   ※警察職員・教職員とは警察官、教員及びそれぞれの事務職員を含む。 

   ※本大会に出場した者は、他の道府県の予選会には、出場することができない。 

 
４．参加人員  (１)次鋒の部 東京都学生剣道クラブから１６名以内 

基  準  (２)５将の部・副将の部・大将の部、おのおの 
          会員数 ４００名以内の団体は   ４名以内 
              ４０１～１０００     ６ 〃  
             １００１～３０００     ８ 〃  

３００１～４０００     12 〃  
４００１名以上       14 〃  

        (３)中堅の部 東京都学校剣道連盟から１６名以内 
              （小学校３、中学５、高校５、大学３を基準とする）。 
        (４)３将の部 警視庁１２名以内、皇宮４名以内 
 
５．選抜方法  先鋒の部は、高体連が選手１名・補員１名を推薦する。 

それ以外の次鋒・５将・中堅・３将・副将・大将の部は、各部毎に 
        トーナメント法によって試合を行い各部の第１位者をもって代表チ 

ームを編成する。なお、この場合第２位者をもって補員とする。 
 
 



６．試合及び (１)全日本剣道連盟剣道試合・審判規則と同細則による。 

審判規則 

   (２)試合は３本勝負、試合時間は５分とする。試合時間内に勝敗の決 

しない場合は、延長戦を行い、先に一本取った者を勝ちとする。 

なお、延長に入ってからの試合時間は３分区切りで勝敗が決する 

まで継続する。 

 

７．竹刀計量  (１)竹刀の計量は必ず受けること。 

        (２)竹刀の長さ、重さ、太さは次のとおりとする。 

先端部最小直径 ２６ミリメートル以上

ちくとう最小直径２１ミリメートル以上

　　　ただし、二刀の場合は、

先端部最小直径 ２５ミリメートル以上

ちくとう最小直径２０ミリメートル以上

先端部最小直径 ２４ミリメートル以上

ちくとう最小直径１９ミリメートル以上
２８０～３００グラム小刀 ６２センチメートル以下

４４０グラム以上

１２０センチメートル以下

長　　　　さ 太　　　さ重　　　さ

５１０グラム以上

大刀 １１４センチメートル以下

 

８．参 加 料   １名１,１００円（内消費税１００円）を申込時に納入する。 
傷害保険料   １名２００円を申込時に参加料とともに納入する。 
       ※なお、申込後出場を取止めた場合、参加料の払い戻しはしない。 

 
９．申込期日   令和８年１月１９日（月）⇒ １月９日（金）目剣連締切り 

 
10．申込場所   〒105-0004  港区新橋４－２４－２  東京都剣道連盟 
         ０３－５４０５－２１６６ ｆａｘ０３－５４０５－３６８０ 
 
11．表  彰   優勝・二位を表彰する。 
 

12．個 人 情 報  申込書に記載される個人情報（所属団体名、称号・段位、漢字氏名、 

保 護 法 へ    年齢、住所、職業等）は全日本剣道連盟および東京都剣道連盟（ 

の 対 応   以下「東剣連」という）が実施する全国大会ならび本予選会運営 

のために利用することがある。なお、所属団体名、氏名、年齢等 

の最小限の個人情報は必要の都度、目的に合わせ公表媒体（掲示 

用紙、ホームページ、東京剣連だより等）に公表することがある。 

更に次に列挙するとおり、剣道の普及発展のため、マスコミ関係 



者に必要な個人情報を提供することがある。 

（１）東剣連および東剣連が認める報道機関等が撮影した写真が 

新聞・雑誌・報告書および関連ホームページ等で公開され 

ることがある。 

（２）東剣連および東剣連が認める報道機関等が撮影した映像が、 

中継・録画放映およびインターネットによる配信で公開され 

ることがある。 

（３）東剣連の許可を受けた者によって、撮影された写真および映像 

が頒布されることがある（以上を申込者に周知して下さい）。 

 
13．動画配信   本大会のインターネット中継・動画配信等は東剣連の許可を受けた 
  及び公開   者のみ行うことができる。 
  について 
 
14．そ の 他  (１)名札は、必ず所属団体名と姓が記入されているものをつける。 

(２)試合時にはシールド（マウスガード）または面マスクを着用し 

てください。 

        (３)主催者は、大会中の事故に対し（大会会場への往復途上を含む） 
傷害保険に加入する。なお、大会実施中、傷害発生の場合は、 
医師または看護師により応急処置を講じ、病院等で治療を受 
けられるよう手配する。この場合の治療費は本人が負担する。 

          (４)車の乗り入れは厳禁されております。又、付近の道路は駐車 
禁止になっておりますので特にご注意下さい。 

          (５)靴袋をご持参下さい。 
 
 
 
 
 
 

足   立 

  山 

  川 


